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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

火力原子力発電技術協会（TENPES）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて

日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した

日本産業規格である。これによって，JIS B 0130:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 工業標準化法に基づき行われた申出，日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法

等の一部を改正する法律附則第 9 条により，産業標準化法第 12 条第 1 項の申出，日本産業標準

調査会の審議等の手続を経たものとみなされる。 
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火力発電用語－一般 

Glossary of terms for thermal power plants-General 

 
1 適用範囲 

この規格は，火力発電で用いられる全体，環境，運用，保守など一般に関する主な用語，及びその定義

について規定する。 

 

2 用語の分類 

用語の分類は，次による。 

a) 全体 

1) 発電所の種類及び形式 

2) 熱サイクル 

b) 環境 

1) 大気 

2) 水質 

3) 騒音・振動 

4) その他 

c) 運用 

1) 計画・運用 

2) 運転 

3) 試運転及び試験 

d) 保守 

1) 保守一般 

2) 検査 

3) 溶接 

4) 保温・保冷 

e) 建設 

1) 立地調査 

2) 工程 

3) 据付け 

f) 土木・建築 

1) 建物 

2) 基礎 

3) 港湾設備 


